
都心～ウォーターフロント間における
連節バス等運行に関する協議会

第４回

協議会資料 資料２



目 次

1

１．本格運行に向けた取り組み

（1）運行計画

（2）本格運行に向けた検討・整備

（3）沿線施設との連携施策

２．トータルデザイン

３．令和２年度のＰＲ

４．今後のスケジュール



１．（１）運行計画（本格運行：Ｒ３．４～） 2

三 宮 駅 前

K I I T O前

新 港 町

ポ ー ト タ ワ ー 前

ハ ー バ ー ラ ン ド

■運行計画（案）※Ｒ３．４運行開始時点

• 開 始 時 期： 令和３年４月１日

• 運行事業者： 神姫バス株式会社

• 車 両： 連節バス２台（７月以降４台）

• 運 賃： ２１０円（１日乗車券５００円）

• 運 行 時 間：（平日）9：00 ～ 20：15 （19便）

（休日）8：30 ～ 22：15 （24便）

• 運 行 間 隔： 概ね３０分

• 所 要 時 間： 約４５分 / 周

東 遊 園 地 前
８分

１分

６分

10分

新神戸駅

神戸ﾎﾟｰﾄｵｱｼｽ前

２分

１分

２分

６分

５分

①～⑨



１．（１）運行計画（バス停周辺状況） 3

■各バス停箇所

④新港町（北行） ⑧新港町（南行）

①三宮駅前

「三宮駅前」行き

⑥ハーバーランド

※貿易センター駅前
バス停設置見送り

・ポートライナー下の道路
幅員が狭く、バス停の
設置が困難
・新神戸への延伸を見据
えたルート設定

③ＫＩＩＴＯ前（南行）

②東遊園地前

⑨ﾎﾟｰﾄｵｱｼｽ前（東行）

⑤⑦ポートタワー前



１．（２）本格運行に向けた検討・整備 4

項目 内容 状況

①ポートタワー前バス停
行先に応じた分かり易いバス停、
周辺施設ﾘﾆｭｰｱﾙへの対応

年度内整備
（バス停）

②京橋交差点 交差点改良 12月中整備予定

③新神戸駅・神戸駅
への乗入れ

乗入れ方法・ルート
バス停位置等の検討

検討中

④ハーバーランドバス停 路上駐車対策・安全な発着の工夫 12月中整備予定

⑤乗降方法
（信用乗車検討）

降車時間短縮の方策検討
信用乗車の可能性

プレ運行にて実験

⑥通勤需要への対応 新港突堤の新たな需要への対応
入居企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ
ダイヤ等整理中

①

②

③

④

⑥

③新神戸へ

①～⑨



１．（２）本格運行に向けた検討・整備 5

①ポートタワー前バス停

【課題】
・三宮方面・ハーバーランド方面（逆方向）
が同じ乗場となり、間違えやすい
・神戸ポートタワー等のリニューアルを予定

【対策】
・行先別に停車枠を設置
・神戸ポートタワーの北側にバス停を設置

（リニューアル後）
・適切な位置にバス停を移設
・パークレットを含む待合スペース整備を検討



１．（２）本格運行に向けた検討・整備 6

②京橋交差点 ③神戸駅・新神戸駅への乗入れ

【交差点工事】
・歩道を改良し、連節バス（大型車両）が
隣車線に影響しない形状に道路を変更

○新神戸駅
運行本数・ダイヤなどサービスレベル維持の検討
三宮でのバス停位置（新神戸行）の検討

右折での進入

別進入経路の整備

バス停位置・
円滑な通行の検討

×

鋭角の進入のため
歩行者・対向車線への
安全面に懸念

駅
舎

【乗入れ方法等の検討】
・運行開始時の乗入れは難しいが、検討を継続

連節バス

○神戸駅
（検討案）



１．（２）本格運行に向けた検討・整備 7

【課題】
・路上駐車が多く、バスの運行に支障をきたす
・バス停車時の一般車の安全な運行の確保

【対策】
・外側線を外側に広げ、中央にゼブラ帯を設置し、
路上駐車を抑制を図る

④ハーバーランドバス停



１．（２）本格運行に向けた検討・整備 8

⑤乗降方法（信用乗車）

【課題】
・降車は車両前方のため、降車が多い場合、停車時間が長くなる。
・中間・後部扉に支払用のＩＣリーダーを設置すれば降車できるが、システム改修に多額の費用がかかる
・前方乗車（先払い）、中間・後部扉からの降車は、 OD取得・乗継割引の適用が難しい。
・無賃乗車対策の検討が必要

【対策】 ※具体的な方法を検討中
・プレ運行（令和３年１月実施予定）において、中間・後部扉から降車可能とする実験を実施。
・中間・後部扉に乗務員を配置し、支払い・チケット確認等を行い、下車する。
・時間短縮効果等を検証し、本格運行での中間・後部扉からの降車方法の検討に反映する。
※中間・後部扉等からの乗車客との錯綜がないように、乗務員が降車→乗車の流れを誘導する。

▼降 ▲乗

▼降・▲乗 ▼降・▲乗

▲乗

▼降

【通常】

【実験】



文化施設棟 [事業者：合同会社AQUART神戸] 約7,300㎡（延床面積）

業務・商業棟
[事業者：フェリシモ]
約8,400㎡（延床面積）

①

②

業務・商業棟 [事業者：合同会社ﾃﾞｶﾝｼｮﾗｲｵﾝ]
約11,300㎡（延床面積）

住宅棟
[事業者：住友不動産・関電不動産開発]
約37,000㎡/棟（延床面積）
約350戸×2棟

駐車場棟
[事業者：合同会社AQUART PARK神戸]
約500台 約11,900㎡（延床面積）

③

④

⑤

BMWショールーム・BMWエキシビジョンエリア
（運営者：モトーレン神戸）
Kobe BMWのBMW/MINIショールームや日本初となるブランド
コンセプトエリアを兼ねたエキシビジョンエリア。
GLIONグループ（オフィス）
GLIONグループの本社。
賃貸オフィス（オフィス）
BCP対応機能をはじめ最新鋭スペックを備えたオフィス。

住宅
新たな神戸の生活文化を発信するウォーターフロ
ントの高質な住宅
商業施設
オープンカフェ、生活利便店舗、クリニックなど

駐車場運営及びカーシェアリングの提供
（運営者：タイムズ２４等）

クリエイティブランド
（運営者：フェリシモ）
ホール・ミュージアム・撮影スタジオ等、一般
利用も可能な施設。
フェリシモ（オフィス）
フェリシモ（ダイレクトマーケティング）の本社。
「クリエイティブオフィス」。

アクアリウム（水・水族・アートが融合した施設）
（運営者：ｳｴｽｺ等の事業体）
アートや植物と融合し、日本初の360度水槽を配した
大人向けアクアリウム。
クラシックカーミュージアム
（運営者：GLIONｸﾞﾙｰﾌﾟ）
デザイナー桂由美氏の世界観とコラボしたミュージ
アム。
クラシックカーがコンセプトの展示・催し等の企画。

④

①

②

③

④

⑤

１．（２）本格運行に向けた検討・整備 9

⑥通勤需要への対応

名称 開業 従業・居住等の人数

フェリシモ 令和３年１月 約440名

ＧＬＩＯＮグループ 令和３年春 約200名

神戸ポートミュージアム（アクアリウム等） 令和３年秋 未定

住宅+商業施設 令和５,７年 約350戸×２棟

路線バスによる
通勤需要への対応を検討



１．（３）沿線施設との連携施策 10

交通事業者・神戸市
（事務局）

・運賃等サービス向上
・利用者増加

○スキームイメージ（案）

沿線・協賛企業
・客増加
・広報力強化

バス利用者・サポーター

支援（広報・調整）
助言・意見

サービス
協賛金

広告・チケット
等

（仮）利用促進部会

連
節
バ
ス
協
議
会

沿線活性化
価値向上
データ（ＯＤ等）

バス利用
会費

施設サービス・運賃分ポイント還元
無料乗車券・限定グッズ

○取り組み内容（案） ※実施に向けて、関係者と協議調整中

①ＰＲ・イベント ：沿線施設のホームページ等で連節バスの紹介。イベントのアクセス手段としての活用。
②企画乗車券 ：乗車券アプリ「PassRu」での1日乗車券・施設のクーポン発行。

シティー・ループなど周辺交通機関との１日乗車券での連携。
③サポーター制度の導入 ：協賛金を受け、車両や車内放送などによる企業広告

個人向けには、会員証、無料乗車券、オリジナルグッズなどの特典
④その他 ：ネーミングライツ・定期券や回数券発行など

協賛額に応じたメニュー
（例）

バスラッピング（路線バス）

連節バス車両ＬＥＤ表示

車内広告
（デジタルサイネージ・音声）

リーフレット内での紹介

チケット交付



No. バス停
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い
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備考

① 三宮駅前 ○ ● ● ●
三宮交差点整備
完了時に本設

② 東遊園地前 ●

③ ＫＩＩＴＯ前 ● ●

④
⑧

新港町 ● ● ● ○ ○
新港町開発の進捗に
合わせて適切な位置

を検討

⑤
⑦

ポートタワー前 ○ ● ○ ○ ○ ○
タワーリニューアル

の後に本設
憩い空間整備検討

⑥ ハーバーランド ○ ● ● ●
神戸駅乗入れﾙｰﾄ
により移設可能性

⑨ 神戸ﾎﾟｰﾄｵｱｼｽ前 ●

○バス停機能

２．トータルデザイン（バス停機能） 11

※○は本格運行開始時点は未整備

（表示内容）
・バスロケーションシステム
・時刻表
・他の路線運行情報
・その他お知らせ

○デジタルサイネージ

（デザイン案）



３．令和２年度のＰＲ 12

○趣 旨：新しい連節バス車両を報道向けに公開

○日 程：令和２年12月11日（金）

○場 所：神姫バス神戸車庫（ポートアイランド）

○実施内容：①車両を公開、取材対応

②プレ運行の公表

①連節バス車両 お披露目（報道向け）

○趣 旨：路線名称アンケート

○日 程：令和２年12月8日（火）～20日（日） （予定）

○実施内容：路線名称・ロゴの候補３案から

Webアンケートの投票により決定

→令和３年１月のプレ運行で結果をお知らせ

②路線名称 ・ ロゴ アンケート

名称 ・ ロゴ 候補

名称・ロゴをラッピング



３．令和２年度のＰＲ

○趣 旨：本格運行に向けたＰＲ

○日 程：令和３年１月23,24,30,31日 （土日計４日間）

○車 両：連節バス 新車両１台 ＋ 既存連節バス

※連節バス２種類運行は今回のみ

○時 間 帯 ：9：30～19：30の10時間程度（予定）

○運行間隔：概ね30分間隔（予定）

○運 賃：210円/回（1日乗車券500円）

○そ の 他：路線名称・ロゴのアンケート結果を公表

③令和2年度プレ運行

13



３．令和２年度のＰＲ 14

○趣 旨：連節バス本格運行開始式典

○日 程：令和３年３月28日（日）

○会 場：ポートオアシス、ＫＩＩＴＯ

○実施内容：①内部関係者による運行開始式典

②式典後に出席者、メディアを対象とした試走

③招待者を対象とした試走（検討中）

④本格運行開始式典

（参考：神姫バス・スカイバスの運行開始式典）

令和３年度にもイベント開催・ＰＲを

引き続き実施

○実車の展示イベント（センター街での実施を検討）

○各イベント、本格運行をＰＲするチラシ・ポスターの作成

○旅行・観光関連の雑誌と協力し、連節バスと沿線施設を

紹介・ＰＲする小冊子（リーフレット）の作成

等を検討中

⑤その他



４．今後のスケジュール 15

習熟運行（練習）本格運行（２台） ４台運行

初披露 プレ運行 式典 ＰＲ

１台目

２台目

３・４台目

連携相談 試行 検証 連携施策実施

ﾌｪﾘｼﾓ・GLION 順次開業（文化施設・ﾏﾝｼｮﾝ）

● ● ●

2021年度2020年度

●

4 5 6 7 8 9 10 11 5 6 712 1 2 3 4 ・・・

定期的に開催●●

新港突堤

イベント・ＰＲ

運行

協議会

車両製造

沿線事業者連携


